
学校における服薬について（令和６年度） 
 

学校での薬の使用については、保護者の管理の下で行われることになっています。医療

機関以外の現場において、医師・看護師等の医療に関する免許を有しない者が薬を取り扱

うことについては、厚生労働省の指示に基づき、薬の安全管理に細心の注意を払うことが

求められています。 

そのため、本校では、生徒の健康上、どうしても必要な場合のみ、保護者からの依頼を

受け、服薬介助を行います。また、体調不良等で臨時薬(かぜ薬等)が必要なときは学習活

動が可能となる体調に回復するまでは、自宅でしっかり静養して頂くようお願いします。

なお、薬の取り扱いについては、下記をよくご確認ください 

 

 

１．安全管理のため、 

寄宿舎の男子棟・女子棟には、薬を持ち込むことができません 

学校・寄宿舎で服薬が必要な場合は、必要書類を添えて、服薬介助を依頼してください。

薬は職員室で保管します。＊薬を持ち歩く必要がある場合は、ご相談下さい 

 

 

２．生徒自身で基本的な服薬管理ができるよう 

ご家庭でのご指導（必要であれば練習）をお願いします 

職員は、生徒の服薬を見守ります。正しい服薬に加え、下記➀～➃についてもご家庭で生

徒本人と繰り返しご確認をお願いします。 

➀他生徒へ薬をあげない・もらわない ➁寄宿舎自室へ薬を持ち込まない 

➂必要分のみを持参する ➃飲み忘れ・飲み間違えのないよう確認して服用する 

 

 

３．学校での服薬は、医師より処方された薬に限ります 

・以前に処方されて残っていた薬、親・兄弟等に処方された薬はお預かりできません。 

・解熱を目的とする薬は、学校で服用できません。 

・服薬介助を依頼する前に自宅で服用し、副作用の有無等の十分な観察を行って下さい 

・健康状態や薬の使用方法等によっては服薬介助依頼を受けられない場合があります。 

 

 

４．応急薬は、主治医の意見書（医師記入）の提出をお願いします。 

・文書料は保護者負担となります 

 ・学校での介助が難しいと判断した場合は、依頼を受けられない場合もあります。 

＊応急薬：応急処置としてやむを得ず使用する薬、使用基準や特別な判断が必要な薬 

     てんかん発作時の薬など 

 

 



５．薬の準備  

・定時薬および臨時薬は薬ケースに５日分の薬を自宅でセットして、提出してください 

・頓服薬および応急薬は必ず記名してください 

・服薬等に際して必要な物品等があれば併せて持参し、使用方法や注意点等を服薬介助

依頼書に詳しく記入してください 

＊書類不備やお薬の準備が不十分な場合は 

学校での服薬ができないため、保護者対応となることをご了承ください 

 

 

６．誤薬、過剰摂取等の非常事態が生じた場合は、保護者も学校と一緒に対応していただ

きますようお願いいたします。 

 

【必要書類】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊《喘息発作時の薬が必要な生徒》は服薬介助実施依頼書（頓服用）と学校生活管理指導

票（アレルギー疾患用）を提出してください 

 

＊《応急薬（てんかん発作時の薬など）が必要な生徒》は服薬介助実施依頼書（頓服用）と

主治医の意見書を提出してください 

 

 

◎薬の説明書（コピー）の添付を忘れずにお願いします 

・処方された 

 

・添付した各様式はコピーしてお使いいただくか、必要時に寄宿

舎部屋担または担任・保健室へお声かけください。 

 

薬 薬の例 提出書類の様式 記入者 

応急薬 
応急処置としてやむを得ず使用する薬 

例：てんかん発作時の坐薬等 

服薬介助実施依頼書 

（頓服用） 

＊薬の説明書（コピー）  

保護者 

主治医の意見書 医師 

定期薬 
毎日定時に使用する薬 

例:抗けいれん薬、抗アレルギー薬 服薬介助実施依頼書 

（定期・臨時薬用） 

＊薬の説明書（コピー）  

保護者 

臨時薬 
期間が短期間で一時的に使用する薬 

例：かぜ薬、目薬、塗り薬 

頓服薬 
頭痛時、痛み止めなど医師より処方さ

れた薬 

服薬介助実施依頼書 

（頓服用） 

＊薬の説明書（コピー）  

保護者 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

服薬介助実施依頼書の様式について（保護者記入用紙） 

【定期・臨時薬用】 
 

定期薬毎日定時に使用する薬 

例:抗けいれん薬、抗アレルギー薬 

 

臨時薬期間が短期間で一時的に使用

する薬 

例：かぜ薬、目薬、塗り薬  

【頓服用】 
 

頓服薬頭痛時、ケガした時などの痛み

止め等医師より処方された薬のみ預

かり可能です。 

 

応急薬応急処置として、やむを得ず使

用する薬 ＊主治医の意見書も提出

をお願いします 

例：てんかん発作時の坐薬 

下記の場合は、主治医の意見書の提出をお願いします。 

※文書料は保護者負担となりますが、ご了承ください 

 

○持病（てんかん等）があり、学校生活・寄宿舎生活での 

配慮事項がある場合 

 

○応急処置としてやむを得ず使用する薬、使用基準や特 

別な判断が必要な薬がある場合 

主治医の意見書について（医師記入用紙） 


